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経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
に
比

べ
一
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
八

八
・
四
％
に
な
っ
た
も
の
の
、
財

政
構
造
が
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ

る
と
さ
れ
る
八
○
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
、
財
政
の
硬
直
化
を
来
さ
な
い

よ
う
な
取
り
組
み
を
図
ら
れ
た
い
。

　

市
財
政
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

景
気
は
や
や
回
復
の
兆
し
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
個
人
所
得
の
減

少
傾
向
及
び
地
価
の
下
落
傾
向
は

続
い
て
お
り
、
市
税
の
伸
び
は
期

待
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

国
と
地
方
の
関
係
で
は
、
先
行
き

は
不
透
明
な
が
ら
国
庫
補
助
負
担

金
の
削
減
、
地
方
交
付
税
制
度
の

見
直
し
、
税
源
移
譲
と
い
う
「
三

位
一
体
改
革
」
な
ど
地
方
自
治
制

度
の
根
幹
に
か
か
わ
る
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
、
少

子
高
齢
社
会
や
経
済
情
勢
を
反
映

し
て
、
扶
助
費
や
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
、
介
護
保
険
事
業
会
計

な
ど
の
福
祉
関
係
経
費
が
増
加
し
、

ま
た
、
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。

　

今
後
と
も
財
政
を
取
り
巻
く
環

境
の
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

貴
重
な
財
源
確
保
に
な
お
一
層
の

努
力
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

国
、
東
京
都
に
対
し
て
は
、
引

き
続
き
市
の
財
源
確
保
を
強
く
働

き
か
け
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
行
政
評
価
制
度
の
早
期

導
入
、
行
政
経
営
機
能
の
強
化
な

ど
今
後
も
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ

げ
る
行
政
運
営
と
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

な
お
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
審
査
の
際
に
指
摘
し
、
注

意
を
喚
起
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
後
の
予
算
編
成
及
び
そ

の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
留

意
さ
れ
た
い
。

介

護

保

険

事

業

会

計

下
水
道
事
業
会
計

　

①
随
意
契
約
は
行
政
を
不
透
明

に
し
か
ね
な
い
の
で
、
極
力
減
ら

す
努
力
と
や
む
を
得
な
い
場
合
の

説
明
責
任
を
果
た
す
努
力
を
さ
れ

た
い
。

　

②
土
・
日
・
祝
日
・
休
日
・
夜

間
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
市
民
ニ
ー
ズ

も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。

↓

　

①
個
人
市
民
税
の
減
収
傾
向
が

続
く
中
、
民
生
費
の
増
加
は
市
財

政
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

市
に
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う

国
・
都
に
対
し
て
、
強
く
働
き
か

け
ら
れ
た
い
。

　

②
徴
収
率
を
上
げ
る
た
め
に
、

財
産
の
差
し
押
え
を
積
極
的
に
行

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
等
を
活
用
し
て
有
利
な
公

売
を
促
進
さ
れ
た
い
。

　

③
指
定
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

寄
附
の
趣
旨
に
沿
っ
て
予
算
配
分

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

④
都
支
出
金
の
市
町
村
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

各
課
、
積
極
的
に
事
業
の
申
請
を

行
わ
れ
た
い
。

　

⑤
市
章
は
、
職
員
の
自
覚
を
促

す
と
と
も
に
、
信
頼
の
証
で
あ
る

の
だ
か
ら
、
本
来
市
章
弁
償
金
が

あ
る
こ
と
自
体
遺
憾
で
あ
る
。
市

章
弁
償
金
が
発
生
し
な
い
よ
う
対

策
を
と
ら
れ
た
い
。

　

⑥
徴
収
体
制
を
充
実
す
る
な
ど
、

市
税
に
お
け
る
不
納
欠
損
額
を
減

少
さ
せ
る
よ
う
さ
ら
に
努
力
さ
れ

た
い
。

　

シ
フ
ト
制
の
導
入
な
ど
、
今
ま

で
の
勤
務
体
系
の
見
直
し
を
検
討

さ
れ
た
い
。

教
育
費

◆

土
木
費

◆

労
働
費

◆

衛
生
費

◆

民
生
費

◆

総
務
費

◆

議
会
費

◆

総　

括

◆

　

①
調
査
能
力
の
向
上
の
た
め
、

議
会
事
務
局
の
人
員
を
増
員
さ
れ

た
い
。

　

①
企
業
会
計
的
分
析
手
法
導
入

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
別
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
の
作
成
を
行
う
一

方
、
連
結
決
算
の
手
法
を
用
い
て

報
告
を
行
う
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　

②
車
両
の
適
正
配
備
に
当
た
っ

て
は
、
経
済
性
や
環
境
面
の
観
点

か
ら
、
車
両
の
適
正
な
配
備
（
車

種
を
含
む
）
や
部
署
間
の
融
通
な

ど
、
さ
ら
な
る
効
率
化
の
検
討
を

さ
れ
た
い
。

　

③
市
が
借
り
て
い
る
庁
舎
の
賃

料
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
賃
料

の
引
き
下
げ
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　

④
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
で
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
何
が
向
上
し
た
の
か
、

わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
た
い
。

　

⑤
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ａ
二
一
に
照
ら

し
て
み
て
も
、
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
開
発
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

の
は
問
題
で
あ
る
。
早
期
導
入
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　

⑥
町
内
会
自
治
会
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
組
織
率
低
下
の
原
因
を

調
査
し
、
災
害
時
の
助
け
合
い
に

も
機
能
す
る
新
た
な
組
織
づ
く
り
、

特
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
新
住
民
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
前
向
き
に

取
り
組
み
、
加
入
率
促
進
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　

⑦
中
規
模
会
館
に
お
い
て
、
一

定
地
域
の
土
地
建
物
の
賃
借
料
を

市
が
負
担
し
て
い
る
等
、
特
別
扱

い
を
行
っ
て
い
る
現
状
の
中
、
著

し
く
他
地
域
と
の
間
に
不
公
平
感

が
あ
る
。
速
や
か
に
対
策
を
と
ら

れ
た
い
。

　

⑧
中
規
模
会
館
に
関
し
て
、
町

内
会
の
会
員
数
に
対
し
て
着
目
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
的
な
平
等

性
の
再
配
置
の
観
点
も
含
め
た
中

規
模
会
館
の
あ
り
方
を
検
討
さ
れ

た
い
。

　

⑨
窓
口
業
務
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を

取
得
し
た
こ
と
に
と
ら
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
取
得
し
た
ス
キ
ル
を

活
か
し
、
さ
ら
に
研
修
を
し
、
す

べ
て
の
市
民
対
応
業
務
に
お
い
て
、

よ
り
一
層
、
接
遇
の
向
上
を
図
ら

れ
た
い
。

　

①
生
活
保
護
費
支
給
の
際
、
自

立
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
職
員
増
を
図
る
な

ど
、
生
活
保
護
費
の
増
大
対
策
を

充
実
さ
れ
た
い
。

　

②
小
規
模
作
業
所
へ
の
支
援
事

業
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
間
格
差

是
正
に
努
め
、
一
律
に
家
賃
補
助

削
減
は
行
わ
な
い
よ
う
に
さ
れ
た

い
。

　

③
障
が
い
者
施
設
支
援
に
つ
い

て
は
、
一
部
の
団
体
だ
け
を
優
遇

し
て
い
る
と
の
不
平
不
満
の
声
が

出
な
い
よ
う
実
態
を
よ
く
把
握
し

た
上
で
実
施
さ
れ
た
い
。

　

④
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
補

助
の
よ
う
な
時
限
的
な
補
助
に
つ

い
て
は
、
方
針
を
も
っ
て
有
効
に

活
用
さ
れ
た
い
。

　

⑤
家
族
介
護
支
援
に
つ
い
て
は
、

介
護
者
ケ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
充
実

を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

⑥
児
童
手
当
を
約
四
○
％
の
人

が
受
け
て
い
な
い
の
は
、
実
態
が

自
営
業
者
で
な
い
者
を
自
営
扱
い

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
起
因
が
あ

る
の
で
、
検
討
さ
れ
た
い
。

　

⑦
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業
に

つ
い
て
は
、
母
子
家
庭
だ
け
で
な

く
、
父
子
家
庭
も
同
様
の
状
況
に

あ
る
の
で
、
同
等
の
扱
い
を
す
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

　

⑧
産
後
支
援
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に

つ
い
て
は
、
充
分
活
用
さ
れ
て
い

な
い
。
利
用
者
の
要
望
に
基
づ
い

て
支
援
内
容
を
検
討
し
、
利
用
者

が
増
え
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　

⑨
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
定
員
を

大
幅
に
超
え
る
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
指
導
員
の
数
を
増
員
し
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
に
配
慮
さ
れ
た

い
。

　

①
小
児
準
夜
急
病
患
者
診
療
委

託
は
、
夜
間
一
九
時
か
ら
二
二
時

ま
で
で
あ
る
が
、
深
夜
・
早
朝
に

も
行
う
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
い
。

　

②
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の

対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
る
よ
う
、

努
力
さ
れ
た
い
。

　

③
緑
地
保
全
の
森
管
理
事
業
に

つ
い
て
は
、
緑
地
保
全
に
か
か
わ

る
人
材
育
成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

④
大
気
汚
染
調
査
に
つ
い
て
は
、

単
な
る
調
査
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
対
策
案
を
提
示
す
る
こ
と
に
力

点
を
置
か
れ
た
い
。

商
工
費

◆

　

①
勤
労
者
福
利
厚
生
事
業
に
つ

い
て
は
会
員
・
補
助
金
の
減
少
な

ど
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
勤
労

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
自

立
を
目
指
し
努
力
さ
れ
た
い
。

農
林
費

◆

　

①
市
民
農
園
に
つ
い
て
は
市
民

要
望
が
多
い
、
引
き
続
き
整
備
さ

れ
た
い
。

　

②
畜
産
振
興
費
に
つ
い
て
は
、

伝
染
病
な
ど
が
拡
散
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
、
緊
急
の
措
置
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　

①
工
業
活
性
化
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
工
業
関
係
者
の
意
見
を

尊
重
し
更
な
る
支
援
を
さ
れ
た
い
。

　

②
新
・
元
気
を
出
せ
商
店
街
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
だ

け
を
実
施
し
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
の
で
、
補
助
目
的
で
あ

る
商
業
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い

る
の
か
ど
う
か
詳
細
に
内
容
を
吟

味
さ
れ
た
い
。

　

③
中
小
企
業
経
営
支
援
事
業
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
資
金
の
活

用
に
当
た
っ
て
は
、
要
件
緩
和
な

ど
を
図
り
、
利
用
し
や
す
く
す
る

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　

①
放
置
自
転
車
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
市
営
自
転
車
駐
車
場
一
時

利
用
の
二
時
間
無
料
制
度
の
周
知

徹
底
を
図
ら
れ
た
い
。

　

②
放
置
自
転
車
対
策
は
自
転
車

の
「
整
理
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
指
導
強
化
」
に
力
点
を
置
か
れ

た
い
。

　

③
山
崎
団
地
一
街
区
の
建
替
計

画
を
促
進
さ
れ
た
い
。

　

④
街
路
事
業
費
に
つ
い
て
、
都

市
計
画
道
路
の
整
備
率
を
更
に
ア

ッ
プ
さ
れ
た
い
。

　

⑤
公
園
の
機
能
が
失
わ
れ
な
い

よ
う
草
刈
等
の
必
要
な
予
算
の
計

上
を
図
ら
れ
た
い
。

消
防
費

◆

　

①
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所

の
適
正
配
置
の
た
め
、
防
災
課
主

導
の
広
場
確
保
計
画
を
策
定
さ
れ

た
い
。

　

①
余
裕
教
室
や
廃
校
を
地
域
の

集
会
施
設
や
介
護
施
設
に
転
用
す

る
当
初
の
計
画
が
遅
れ
て
い
る
の

で
、
促
進
さ
れ
た
い
。

　

②
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
教

師
の
パ
ソ
コ
ン
研
修
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
専
門
家
等
に
よ
る
指
導
を

検
討
さ
れ
た
い
。

　

③
現
在
、
小
・
中
学
校
で
は
学

校
開
放
さ
れ
て
い
る
。
南
つ
く
し

野
小
学
校
で
は
開
放
さ
れ
て
い
な

い
。
近
隣
住
民
と
の
約
束
事
と
聞

く
が
要
望
も
あ
り
、
開
放
に
向
け

て
努
力
さ
れ
た
い
。

　

④
不
登
校
生
対
策
と
し
て
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
有
効
で

あ
る
こ
と
が
実
証
済
み
な
の
で
、

都
費
依
存
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
費

に
よ
る
実
施
も
検
討
さ
れ
た
い
。

　

⑤
強
化
陶
磁
器
食
器
導
入
未
実

施
校
一
七
校
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
導
入
を
す
す
め
ら
れ
た
い
。

　

⑥
小
・
中
学
校
施
設
耐
震
補
強

工
事
が
完
了
し
て
い
な
い
学
校
の

耐
震
化
工
事
は
速
や
か
に
行
わ
れ

た
い
。

　

⑦
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
や
図
書
館
は
計
画

ど
お
り
市
内
の
高
校
・
大
学
と
の

連
携
を
強
化
さ
れ
た
い
。

　

⑧
図
書
館
の
空
白
地
域
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
の
新
設
を
積
極
的

に
図
ら
れ
た
い
。

　

⑨
町
田
市
立
博
物
館
資
料
収
蔵

庫
の
空
調
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る

な
ど
し
て
、
人
体
に
有
害
な
燻
蒸

ガ
ス
が
他
の
部
屋
に
漏
れ
な
い
な

ど
、
対
策
を
さ
れ
た
い
。

　

⑩
国
際
版
画
美
術
館
の
講
堂
、

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
、
街
か
ど
ギ
ャ
ラ

リ
ー
等
は
利
用
者
に
制
限
が
あ
る

が
、
も
っ
と
門
戸
を
広
げ
、
市
民

の
利
便
性
を
図
ら
れ
た
い
。

　

⑪
国
際
版
画
美
術
館
専
用
駐
車

場
賃
借
料
に
つ
い
て
は
割
高
で
あ

る
。
ま
た
、
駐
車
場
利
用
者
も
少

な
い
こ
と
か
ら
適
度
の
改
善
を
さ

れ
た
い
。

　

⑫
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
関
し
て
所

期
の
目
的
を
達
し
て
い
る
の
か
を

含
め
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
あ
り
方

に
関
し
て
検
討
さ
れ
た
い
。

忠
生
土
地
区
画

整
理
事
業
会
計

駐

車

場

事

業

会

計

　

①
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
を
市

民
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
特
に
、

集
合
住
宅
に
対
し
て
具
体
的
に
提

示
さ
れ
た
い
。

　

②
雨
水
管
の
敷
設
計
画
を
策
定

し
、
整
備
率
を
上
げ
ら
れ
た
い
。

　

③
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
市

内
全
域
を
目
指
し
て
い
る
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
や
む
な
く
整
備
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。
精
査

し
、
事
前
に
地
域
住
民
に
告
知
さ

れ
た
い
。

　

④
流
域
下
水
道
に
比
べ
、
補
助

率
の
低
い
公
共
下
水
道
の
実
態
を
、

更
に
強
く
国
・
都
に
訴
え
続
け
ら

れ
た
い
。

　

①
保
留
地
の
早
期
処
分
の
た
め
、

民
間
の
不
動
産
業
者
の
全
面
的
協

力
を
得
る
こ
と
と
、
思
い
切
っ
た

値
下
げ
策
を
打
ち
出
さ
れ
た
い
。

　

①
市
営
原
町
田
一
丁
目
第
二
駐

車
場
を
閉
鎖
し
、
所
有
者
と
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
が
、
早
い
時
期

の
解
決
に
向
け
て
最
大
限
努
力
さ

れ
た
い
。

　

①
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

国
庫
負
担
分
五
％
を
支
出
す
る
よ

う
、
国
に
対
し
て
強
く
要
請
さ
れ

た
い
。

　

②
保
険
料
の
不
納
欠
損
額
に
つ

い
て
は
、
十
分
精
査
の
う
え
、
処

分
す
る
と
と
も
に
、
増
加
し
な
い

よ
う
積
極
的
な
収
納
対
策
を
図
ら

れ
た
い
。

そ

の

他

　

①
公
有
財
産
の
増
減
は
、
増
加

財
産
及
び
減
少
財
産
の
把
握
が
必

要
で
あ
る
。
町
田
市
財
産
に
関
す

る
調
書
を
工
夫
し
て
、
増
加
分
の

財
産
と
減
少
分
の
財
産
の
内
訳
が

わ
か
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会

の

構

成

　
　
　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
渋
谷　

武
己　

○
宮
坂
け
い
子

　

若
林　

章
喜　
　

熊
沢
あ
や
り

　

佐
藤　

洋
子　
　

田
中　

修
一

　

川
島　

龍
子　
　

佐
藤　

常
雄

　

長
村　

敏
明　
　

井
上　

正
行


